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【開催日】 令和元年９月１８日 

【開催場所】 第２委員会室 

【開会・散会時間】 午後０時５分～午後０時１１分 

【出席委員】 

委  員  長 河 野 朋 子 副 委 員 長 伊 場   勇 

委     員 奥   良 秀 委     員 笹 木 慶 之 

委     員 髙 松 秀 樹 委     員 長谷川 知 司 

委     員 宮 本 政 志   
 

【欠席委員】 

なし 

【委員外出席議員等】 

議     長 小 野   泰   
 

【執行部出席者】 

なし 

【事務局出席者】 

事務局長 沼 口   宏 議事係長 中 村 潤之介 

 

【審査内容】 

１ 請願第３号 小学校・保育園が無くなる津布田地域のまちづくりの策定を

要望する請願書 

 

午後０時５分 開会 

 

河野朋子委員長 それでは、ただいまから総務文教常任委員会を開会いたしま

す。審査内容は、昨日に引き続きまして請願第３号についてということ

です。この請願については、請願者の意見を聞き、そして昨日、教育委

員会、それから企画政策課をお呼びしましていろいろ説明などをお聞き

したところです。一応一通り終わりましたが、この請願についてどのよ

うに取り計らったらよろしいかということをここでちょっと協議したい
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と思いますので、御意見があればよろしくお願いいたします。 

 

伊場勇副委員長 この請願書についてですが、昨日、執行部の話も聞きまして、

今回、教育委員会から津布田小学校の閉校について提案があった時点で、

住民の方は市の方針であるというふうに受け取るというふうに思います。

その中で、請願があった地域の様子が一変することは誰もが予想をされ

ることだと思います。また今後、状況が新しく変わって、特に変化のあ

る地域など、そちらには臨機応変に、できるだけ将来の不安などを取り

除くような方向性などが必要ではないのかなと。こちらは私の個人の意

見でございますが、そういった進め方の上で、たくさんの住民に対して

どういうふうなサービスを提供するのかという課題がたくさんあると思

います。委員会で、より調査して、研究して、協議して執行部にまた付

託するというふうにしたいと思いますので、継続審査を提案いたします。 

 

河野朋子委員長 今、副委員長から、この請願についてはここで判断するので

はなく、少し調査など、今後時間を要するため継続してはどうかという

提案がございましたが、ほかの方はいかがですか。ほかに意見がありま

すか。 

 

長谷川知司委員 継続理由っていうのがちょっとよく分からないということと、

では、いつになったらこの継続を解いて採択するのかをちょっと教えて

もらえればと思います。 

 

河野朋子委員長 それは提案者に対する質問ですか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 

伊場勇副委員長 いつまで継続するのかというところでございますが、今、本

格的に津布田小学校が閉校になるということは本決まりしてないわけで

はございますが、ただ、住民の方からの請願の内容というのは、もう市

の方針が出ているじゃないかというふうな内容だと私は酌み取っており

ます。そういった中で、先日、総務文教常任委員会は、教育委員会から
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初めて津布田小学校に関して説明があったわけでございまして、そちら

のことも、すぐこれをどうするということすぐ決断できないというふう

に思います。もっと調べなきゃいけなかったり、他市の事例であったり、

そういったところも加味しながら、こちらの方針というちょっと大きな

枠ではございますが、今後のまちづくりにおいて、担当委員会としても

っと協議をするべきだというふうに思いましたので、時期と申しますれ

ば、委員会の中でしっかり協議して、研究、調査が終わった時期という

ところが、その継続が終わるところだというふうに思っております。 

 

長谷川知司委員 調査っていうのは大事なことでありますが、先送りという考

えではないという理解でいいですか。それだけ答えてください。 

 

伊場勇副委員長 先送りというふうに私は一切考えておりません。 

 

髙松秀樹委員 継続審査について、恐らく長谷川委員は、先送りじゃなくて早

くやるべきだという意見だと思うんで、継続審査というのは会期をまた

ぐという意味なんで、次の会期には、何らかの結論、結論の一つには継

続もあり得るんですけれど、それを出す方向で委員会運営がされるとい

うふうに僕は理解していますけれど、委員長それでよろしいですか。 

 

河野朋子委員長 それでいいと思います。そういったルールになっております。 

 

長谷川知司委員 次回というのがもうこのメンバーが替わるかもしれませんの

で、ちょっとそういうことを危惧して申したんで、是非次回には一つの

結論が出ることを望みます。 

 

河野朋子委員長 そういった意見もございましたが、今の提案に対して何かほ

かになければ、今の提案に対してお諮りいたします。この請願について

継続することに賛成の委員の挙手を求めます。 
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（賛成者挙手） 

 

河野朋子委員長 全員賛成で、この請願は継続することとなりました。以上で

委員会を閉会いたします。お疲れ様でした。 

 

午後０時１１分 散会 

 

令和元年（２０１９年）９月１８日 

              

  総務文教常任委員長  河 野 朋 子   


